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	図２. 照射したγ線の線量とDNA二本鎖切断（DSB）の生成量。 プラスに帯電した金ナノ粒子 (+AuNP)と、マイナスの金ナノ粒子(-AuNP)、金ナノ粒子なし(Control)とを比較した. プラスの金ナノ粒子は、1.4 nmおよび30 nmの異なる直径の粒子を調べた。
	図３. 照射したγ線の線量と活性酸素の生成量。 活性酸素量に相関する蛍光色素の輝度を調べた。プラスに帯電した金ナノ粒子 (+AuNP)と、マイナスの金ナノ粒子(-AuNP)、金ナノ粒子なし(Control)とを比較した。 プラスの金ナノ粒子は、1.4 nmおよび30 nmの異なる直径の粒子を調べた。

